
【業務内容および職員数】（令和７年11月４日（火）現在）

○勤務地 ・福岡市にある本局をはじめ九州７県及び下関市にある事務所（４６事務所）での勤務
○転勤 ・２～３年のサイクルでの異動・希望により本省（東京）や他機関への出向もあり
○昇進 ・勤務成績に応じて係長、課長さらには事務所長等へ昇進可

九州地方整備局は 「活力があふれ持続可能で住みよい九州」を目指して、河川、道路、港湾、空港、公園、官庁施
設に関する事業などに取り組んでいます。私たちと一緒に九州の未来を創りませんか？

【勤務地・転勤・昇進】

国 土 交 通 省

～明日を想像し、未来を創造する～

先輩からのメッセージ ★令和７年度採用《一般職（大卒）行政九州》港湾空港部 港湾管理課

【問合せ先】九州地方整備局
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-10-7（福岡第二合同庁舎）
事務系：総務部人事課 任用係 TEL：092-476-3505（直通）
技術系：企画部企画課 事業調整係 TEL：092-476-3542（直通）
ホームページ https://www.qsr.mlit.go.jp 

私は、熊本河川国道事務所道路管理第二課に所属し、道路の維持管理に携わっています。

大学で土木を専攻し、それを活かすことができる職に就きたいと考え、九州地方整備局を志望
しました。入省当初は、専門的な知識が不足しており不安でいっぱいでしたが、周りの方々に
サポート頂いているおかげで、日々新たなことを吸収する機会を頂いています。

職場には、年齢が近い同期や若手職員も多く、困ったときに相談できる関係性を築けること
が魅力であると考えております。また、九州各地に同僚がいるため観光をする際にも地元なら
ではの魅力に触れることもできます。ぜひ九州地方整備局で一緒に働きましょう！

★令和５年度採用《一般職（大卒）土木》熊本河川国道事務所 道路管理第二課

私は港湾管理課に所属し、補助金等関係業務に携わっております。港湾管理課では、港湾施
設の維持管理や補助事業の執行管理を担当しています。具体的には、補助金を活用した港湾
施設の整備に関する書類審査、現地検査などを行い、事業が適正に執行されているかを確認
しています。
港湾空港部では若手職員を中心とした研修制度も充実しており、普段の業務ではなかなか
見に行くことが出来ない岸壁や護岸を間近で見ることが出来ます。こういった研修を通して、
日常業務がどう形になっているのかを感じることができ、業務理解を深める機会があること
が最大の魅力だと感じています。また、分からないことや悩みなど先輩や上司に相談しやす
く、働きやすい環境です。ぜひ九州地方整備局で一緒に働きましょう！

業務の詳細な
内容は

QRコードから！

☆事務系職員
（行政区分・教養区分・事務区分
で受験・採用された職員）
約1,２00名

〇職員及び職場環境に関する業務
〇予算・決算や契約等に関する業務
〇事業用地の取得等に伴う損失補償業務
〇道路・河川の使用・占用に関する許認可業務
〇建設業者等に対する許認可業務や指導監督
〇都市計画等の事業認可等

☆技術系職員（事務系以外で受験・採用された職員）
約１,９０0名
（土木）
○人々の生命や財産を守るダムや堤防などの河川整備、維持管理
○地域の活性化や物流をスムーズに行うための道路整備、維持管理
○国内・国際輸送の拠点となる港湾や空港の整備、維持管理
○海の中道海浜公園などの国営公園の整備
（建築）
○まちづくりに貢献し、災害時は防災拠点として役立つ官庁施設の整備
○道の駅や国営公園施設、河川及び道路管理を行う建築物の整備
（機械）
○水門、ポンプ、トンネル等の機械設備の設計施工、維持管理
○環境問題やコスト縮減等を考慮した機械等の技術開発
（デジタル・電気・電子）
○高度情報化社会に貢献する情報ネットワークの整備、維持管理
○土木施設や防災施設における電気通信設備の整備、維持管理


